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『
甲
賀
市
史
』全
８
巻
の
う
ち
５
冊
目
と
な

る
第
５
巻「
信
楽
焼・考
古・美
術
工
芸
」が
い

よ
い
よ
３
月
に
刊
行
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
甲

賀
の
特
色
あ
る
歴
史
文
化
を
ジ
ャ
ン
ル
ご
と

に
紹
介
す
る
分
野
編
の
一
冊
で
、「
日
本
六
古

窯
」の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
信
楽
焼
の
歴
史

と
美
そ
し
て
技
、「
万
葉
歌
木
簡
」の
発
見
で

改
め
て
全
国
的
な
注
目
を
あ
び
た
紫
香
楽
宮

跡
を
は
じ
め
と
し
た
考
古
資
料
、そ
し
て
新

発
見
あ
い
つ
ぐ
仏
像
を
中
心
と
し
た
美
術
工

芸
品
を
と
り
あ
げ
、そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
信
楽
焼
は
、考
古
学
や
陶
磁
文

化
史
の
立
場
か
ら
最
新
資
料
に
も
と
づ
き
そ

の
変
遷
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、産

地
と
し
て
の
歩
み
が
語
ら
れ
、読
み
物
と
し

て
も
興
味
深
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、考
古
資
料
は
甲
賀
市
発
足
以
来
行
わ
れ

た
発
掘
調
査
の
成
果
が
遺
跡
ご
と
に
紹
介
さ

れ
、地
下
に
埋
も
れ
て
い
た
遺
跡
や
遺
物
が

語
る
過
去
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
取
れ

ま
す
。
さ
ら
に
美
術
工
芸
は「
仏
像
の
宝
庫
」

と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、新
発
見
を
含

め
た
多
く
の
そ
し
て
優
れ
た
古
像
が
紹
介
さ

れ
ま
す
。

第
５
巻
の
刊
行
を
記
念
し
て
次
の
通
り
記

念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
市
史
第
５
巻
刊
行
記
念
講
演
会

◦
日
時　
３
月
９
日（
土
）　
午
後
１
時
30
分
か
ら

◦
会
場　
碧
水
ホ
ー
ル（
市
役
所
水
口
庁
舎
西

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
正
面
）

〈
聴
講
無
料・事
前
申
込
不
要
〉

◦
演
題
と
講
師

「
信
楽
焼
─
そ
の
歴
史・美・わ
ざ
─
」

岡
佳
子
氏（
大
手
前
大
学
教
授
）

「
甲
賀
路
に
古
仏
を
た
ず
ね
る

─
平
安・鎌
倉
時
代
を
中
心
に
─
」

岩
田
茂
樹
氏（
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
長
補
佐
）

　
当
日
は
市
史
の
予
約
引
き
換
え
や
先
行
販
売
も
行

い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
予
約
引
き
換
え
と
販
売
は
３
月
13
日（
水
）か
ら
。

一
般
販
売
価
格
は
一
冊
３
５
０
０
円
で
す
。

甲
賀
市
史
第
５
巻

　
　
　
　
い
よ
い
よ
刊
行

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

☎
８
６
‐
８
０
７
５　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

となりまちいこ かめやま

うか

が

情報交流ひろば

桜舞う里を歩く � 伊賀市 亀山市桜まつり � 亀山市

VOL.26

〜春の穏やかなひとときを〜〜「忍びの里」魅力満載ウォーキング〜

　

満
開
の
桜
を
お
楽
し
み
い
た

だ
き
な
が
ら
、亀
山
城
周
辺
の
文

化
財
や
、関
宿
の
町
並
み
に
も
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
亀
山
城
桜
ま
つ
り

【
と　
き
】
４
月
7
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】
亀
山
城
多
門
櫓
周
辺

（
本
丸
町
）

【
内　

容
】
子
ど
も
写
生
大
会
、ふ

れ
あ
い
ブ
ー
ス
な
ど

【
ア
ク
セ
ス
】
東
名
阪
自
動
車
道

「
亀
山
IC
」よ
り
亀
山
方
面
へ
約
10
分

●
観
音
山
春
ま
つ
り

【
と　
き
】
４
月
14
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
２
時　

【
と
こ
ろ
】
観
音
山
公
園一帯（
関
町

新
所
）

【
内　
容
】
宝
さ
が
し
、木
工
教
室
、

各
種
バ
ザ
ー
な
ど

【
ア
ク
セ
ス
】
名
阪
国
道「
関
IC
」よ

り
関
方
面
へ
約
５
分

　

関
西
本
線
の
沿
線
地
域
の
よ

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、城

下
町
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
時
代
の
面
影
を
残
す
伊
賀
の

城
下
町
。
歴
史
情
緒
あ
ふ
れ
る

町
並
み
を
歩
き
な
が
ら
、桜
を
眺

め
て
春
の
訪
れ
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

【
と　
き
】
４
月
７
日（
日
）

〈
出
発
〉午
前
10
時
30
分（
JR
伊
賀
上

野
駅
）　〈
解
散
〉午
後
０
時
30
分
ご

ろ
予
定（
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
）

【
行　

程
】JR
伊
賀
上
野
駅
～
水
源

地
～
甚
七
郎
の
道
～
さ
ま
ざ
ま
園

武
家
屋
敷
井
戸
～
芭
蕉
生
家
～
妙

華
寺
岡
本
菩
蘇
菩
提
寺
～
田
山
屋

～
上
行
寺
藤
堂
家
菩
提
寺
～
上
野

天
神
宮
～
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀（
約
７
㎞
）

※
荒
天
な
ど
で
中
止
の
場
合
は
、午
前
７
時

に
決
定
し
ま
す
の
で
、上
野
商
工
会
議

所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
、保
護
者
同
伴

問い合わせ
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申
込・問
い
合
わ
せ

上
野
商
工
会
議
所

☎
０
５
９
５-

２
１-

０
５
２
７

問
い
合
わ
せ

亀
山
市
観
光
協
会

☎
０
５
９
５-

９
７-

８
８
７
７

し
ま
が
は
ら

つきがせぐち

にい

にしおおて

う
え
の
しひろこうじ

かやまち

いだみち

いちべ

いなこ

まるやま

うえばやし

ひどべ
ん
か
が
い

み
は
た

ぐ
な
さ

う
ど
ん
し

つげ

道
鉄
賀
伊

なばり

いがこうづ

にしあおやま

尼ヶ岳

三国越林道

線阪
大鉄
近

ま
や
お
あ

あかめぐち

伊賀IC

至名古屋

至奈良

至
奈
良・
大
阪

至大阪

至伊勢

上柘植IC

下柘植IC

御代IC

壬生野IC

伊
賀　一

之
宮
IC

友生IC

中
瀬
IC

上野東IC

上野IC

大内IC

治田IC

白樫IC

くわまち

き
き
ょ
う
が
お
か

名阪
国道

が
い

の
え
う

JR関
西本
線

伊勢関IC

向井IC

関トンネル

板屋IC
南在家IC

久我IC 関IC

芸濃IC

亀山IC

亀山JCT

鈴鹿IC

亀山PA
スマートIC

亀山関加太

JR関西本線

JR関西本線

新
名
神
高
速
道
路

1

1
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東
京
ド
ー
ム
で「
信
楽
焼
」を
紹
介

　
「
食
文
化
」と「
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
文
化
」の
向
上

を
テ
ー
マ
に
、人
々
に
感
性
豊
か
な
潤
い
の
あ
る

生
活
の
楽
し
み
方
を
提
案
す
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

「
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア・フ
ェ
ス
テ
バ
ル
２
０
１
３
～

暮
ら
し
を
彩
る
器
展
～
」が
２
月
４
日
か
ら
２
月

11
日
ま
で
、東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、今
年
の
国

内
特
集
と
し
て
信
楽
焼
が
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
日
の
内
覧
会
に
は
、高
円
宮
久
子
殿
下
も
ご

来
場
さ
れ
、信
楽
焼
の
思
い
出
を
懐
か
し
み
な
が

ら
、展
示
品
を
熱
心
に
ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
例
年
を
超
え
る
26
万
人
の
来
場
者
で
大
き
な
賑

わ
い
を
見
せ
た
会
場
に
は
入
口
付
近
に
信
楽
焼

ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ

「
暮
ら
し
の
中
に
彩
を
添
え
る
」新
た
な
信
楽
焼
の

魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
を
通
し

て
、タ
ヌ
キ
の
置

物
の
先
行
し
た
イ

メ
ー
ジ
だ
け
で
な

く
、ほ
ん
も
の
の

信
楽
焼
を
全
国
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ

　
商
工
政
策
課　
商
工
業
振
興
係

☎
６
５
‐
０
７
０
９　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７

人の和
スポーツの輪
コミュニティーの話

クラブ名 主な活動種目 連絡先

◎綾野ゆうゆうクラブ 水口 山登り、ハイキング、太極拳 など ☎ 62-5554

◎鮎っ子クラブ 土山 ボール遊び、ニュースポーツ など ☎ 69-0212

◎NPO法人レインボークラブ 水口 健康体操、スマイルスポーツ など ☎ 62-0404

◎こうかサスケくらぶ 甲賀 子育てママの支援０〜５歳児子どもと母親の体操 など ☎ 88-5900

◎KOHNAN忍にんスポーツクラブ 甲南 パドルテニス、フリースポーツデー（土曜夜） など

◎城山あいあいクラブ 水口 ドッジボール、グラウンドゴルフ など ☎ 63-8177

◎スポーツクラブCiao 土山 エアロビウォーキング、健康エクササイズ など ☎ 66-2533

◎はーと貴生川スポーツクラブ 水口 陸上教室、スマイルスポーツ、手づくり教室 など ☎ 63-3709

◎伴谷BANBANクラブ 水口 わんぱくキッズ健康体操、文化教室 など ☎ 62-5379

◎ぽぽんた倶楽部 信楽 シルバーわくわく教室、太極拳、ヨガ など ☎ 82-0941

　市内には総合型地域スポーツクラブが10クラブあります。
　様々な年代の人たちが、一緒に楽しく体を動かしながら健康づくりがで
き、地域ごとに特色をもった活動をされています。
　各クラブとも健康体操や太極拳など定着した活動種目に加え、毎年新し
いイベントや大会も企画され、年齢に関わらず仲間と一緒に楽しめる魅力
があります。スポーツだけでなく住民交流イベントや文化教室も行なわ
れています。
　運動をしたい、体を動かしてみようかなと思う方は、ぜひ総合型地域ス
ポーツクラブに気軽にお問合せください。

【
市
史
販
売
場
所
】　

〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
カ
ワ・山
田

書
店・TSU

TAYA

さ
ん
ぽ
う
ど
ー・
水
口

歴
史
民
俗
資
料
館

〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ・
道
の
駅
あ
い
の
土
山・
新

名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所・土
山

歴
史
民
俗
資
料
館

〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学
習
館

〈
甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店・市
史
編
さ
ん
室

〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店・信
楽
伝
統
産
業

会
館・信
楽
中
央
公
民
館
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